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１  は じ め に

HACCP に 沿 っ た 衛 生 管 理 で 玉 子 焼 き を 生 産 す る 小 規 模 事 業 者 の 協 議 会

は 、 平 成 30 年 改 正 食 品 衛 生 法 で 規 定 さ れ た HACCP の 考 え 方 を 取 り 入 れ

た 衛 生 管 理 を 実 施 す る た め の 手 引 書 （ 小 規 模 な 玉 子 焼 き 製 造 事 業 ） を 作 成

し ま し た 。 HACCP の 考 え 方 を 取 り 入 れ た 衛 生 管 理 と は 、 食 中 毒 予 防 の 三

原 則 （ つ け な い 、 ふ や さ な い 、 や っ つ け る ） を 基 本 に 、 今 取 り 組 ん で い る

衛 生 管 理 に 製 造 工 程 に 応 じ た 注 意 点 を 衛 生 管 理 計 画 の 中 で 明 ら か に し 、 そ

の 対 処 を 規 定 し 、 実 行 し 、 記 録 す る 作 業 を 指 し ま す 。

対対 象象 とと なな るる 事事 業業 者者 のの 規規 模模

こ の 手 引 書 は 、 製 造 ・ 加 工 に 従 事 す る 者 の 数 が 50 名 未 満 の 小 規 模 な 事

業 者 を 対 象 と し 、そ の 多 く は 10 名 前 後 の 小 規 模 ま た は 零 細 の 事 業 者 で す 。

対対 象象 とと なな るる 食食 品品

こ の 手 引 書 の 対 象 と な る 玉 子 焼 き は 、 販 売 先 向 け 仕 様 に 包 装 さ れ た 冷 凍

ま た は 冷 蔵 で 流 通 す る 商 品 で 、 下 記 の 表 の 通 り 、 具 の 有 無 と 包 装 後 二 次 加

熱 の 有 無 で ４ グ ル ー プ に 大 別 さ れ ま す 。

①① ②② ③③ ④④

なし なし あり あり

なし あり なし あり

鶏卵

調味液

具材

冷凍：−15℃以下

冷蔵：10℃以下

具材

原材料

洗浄殺菌鶏卵、殺菌液卵および未殺菌液卵

ネギ、乾燥⻘海苔、茹で枝⾖、鰻蒲焼き、しらす、五目（椎茸、レンコン、かん

ぴょう、タケノコ等）等

意図する用途など

飲食店やスーパーマーケットで販売し、最終消費者は一般消費者

冷凍流通品はフローズンチルド商品となる場合がある

喫食時加熱不要のRTE(Ready to Eat)食品

グループ

包装後二次加熱の

有無

砂糖、しょう油、みりん、塩、澱粉（加工澱粉を含む）、植物油、醸造酢、L-グ

ルタミン酸ナトリウム、かつお節系複合調味料、昆布系複合調味料など

包装 フィルム密封

開封または解凍後

の販売期限

冷蔵：開封後は冷蔵庫に保管し、当日中に販売

冷凍（フローズンチルド）：解凍後は冷蔵庫に保管、3日以内に販売

製品形態 ブロック状卵焼き、シート状（茶巾用）、細切状（錦糸玉子）、そぼろ状等

使用基準のある食

品添加物
なし

アレルゲン 卵、その他使用する原材料による

保存（流通）温度

１　はじめに
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原 料 の 鶏 卵 は GP セ ン タ ー か ら 供 給 さ れ る 洗 卵 ・ 殺 菌 済 の も の 、 ま た は

液 卵 製 造 施 設 か ら 供 給 さ れ る 液 卵 あ る い は 凍 結 液 卵 （ 殺 菌 、 未 殺 菌 ） を 使

用 し ま す 。 調 味 料 （ 液 ） と 混 合 し た 後 、 120℃ 〜 160℃ の 鍋 ま た は ド ラ ム で

焼 成 加 熱 、次 い で 密 封 包 装 し た 後 、冷 蔵 ま た は 冷 凍 で 流 通 さ せ る 食 品 で す 。

な お 、 手 焼 き と 称 し て 、 フ ラ イ パ ン 様 の 調 理 器 具 で 焼 成 加 熱 し た 製 品 も 含

み ま す 。  

具 材 は 多 種 多 様 で 、 特 に 限 定 す る も の で は あ り ま せ ん が 、 使 用 す る 具 材

は 加 熱 な ど の 下 処 理 し た も の を 使 用 し ま す 。 未 加 熱 の 具 材 （ 刻 み ね ぎ や 乾

燥 海 苔 な ど ） で 熱 が 伝 わ り や す い も の は そ の ま ま で も 使 用 で き ま す 。 魚 肉

す り 身 が 主 原 料 の 一 つ で あ る 伊 達 巻 類 は 対 象 と し ま せ ん 。  

二 次 加 熱 は 賞 味 期 限 延 ⻑ の 目 的 で 行 い ま す 。 焼 成 後 、 カ ッ ト な ど で 付 着

し た 微 生 物 、 玉 子 焼 き 内 部 に 残 存 し て い る 微 生 物 等 、 ど こ を 対 象 と し た 二

次 加 熱 と す る の か 、 ま た ど の ぐ ら い の 賞 味 期 限 に す る か に よ り 二 次 加 熱 の

条 件 は 異 な り ま す 。 保 存 試 験 な ど に よ っ て 適 切 な 加 熱 条 件 を 決 め ま し ょ う 。 

製 品 の 保 管 ・ 流 通 の 温 度 は 冷 蔵（ 10℃ 以 下 ）と 冷 凍（ -15℃ 以 下 ）の い ず

れ か で す 。 冷 蔵 製 品 は 、 販 売 ま た は 提 供 先 で 開 封 、 小 分 け さ れ た 後 に 消 費

者 に 提 供 さ れ ま す が 、 開 封 後 は 翌 日 ま で に 提 供 す る よ う 指 示 し て い ま す 。

冷 凍 製 品 は 解 凍 さ れ 、フ ロ ー ズ ン チ ル ド 商 品 と な り ま す が 、10℃ 以 下 、3 日

間 以 内 に 提 供 す る よ う 指 示 し て い ま す 。  

商 品 の 形 態 は 、包 装 さ れ た ブ ロ ッ ク 状 、シ ー ト 状（ 茶 巾 用 ）、細 切 状（ 錦

糸 玉 子 ）、 そ ぼ ろ 状 等 で す 。  

 

こ の 手 引 書 の 対 象 と し な い 玉 子 焼 き は 次 の 通 り で す 。  

 

 

こ れ ら の 製 品 は 、 小 規 模 な 一 般 飲 食 店 事 業 者 向 け 、 小 規 模 な 惣 菜 製 造 工

場 向 け ま た は 魚 肉 ね り 製 品 製 造 向 け の そ れ ぞ れ の 手 引 書 を 活 用 す る か 、

HACCP に 基 づ い た 衛 生 管 理 で 対 応 く だ さ い 。  

 

 

 

〇  原 料 鶏 卵 が 無 洗 浄 ・ 未 殺 菌 で あ っ て 自 施 設 で 割 卵 し た も の を 原 料 と す

る 製 品 ： 割 卵 時 に 卵 殻 に 付 着 し て い る サ ル モ ネ ラ 属 菌 の 施 設 内 汚 染 が

懸 念 さ れ ま す 。  

○  伊 達 巻 ： 魚 肉 す り 身 を 主 原 料 と す る 伊 達 巻 は 魚 肉 ね り 製 品 と し て 扱 い

ま す 。  

○  同 一 施 設 内 で 製 造 し 一 般 消 費 者 に 直 接 販 売 す る 製 品  
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玉玉 子子 焼焼 きき のの 特特 性性   

玉 子 焼 き は 固 形 性 を 高 め る た め 加 熱 調 理 で 凝 固 さ せ る 必 要 が あ り ま す 。

原 料 鶏 卵 の 凝 固 温 度 は 75℃ か ら 78℃ と さ れ 、 固 形 形 成 に は 80℃ 以 上 が 必

要 と さ れ ま す の で 、 殆 ど の 食 中 毒 菌 は 加 熱 調 理 直 後 で は 殺 菌 さ れ た 状 態 に

あ り ま す 。 加 熱 不 足 で 固 ま り 方 が 不 十 分 な 場 合 は 、 加 熱 条 件 を 変 更 し 、 十

分 加 熱 さ れ た こ と を 確 認 し て か ら 製 品 化 し ま す 。 ま た 、 加 熱 後 に 速 や か に

冷 却 す る こ と で 、 加 熱 後 も 残 存 す る 可 能 性 を 否 定 で き な い 耐 熱 性 芽 胞 形 成

菌 の 増 殖 も 許 容 可 能 な レ ベ ル に 管 理 さ れ て い る と 推 定 さ れ 、 今 ま で 食 中 毒

の 事 例 は ほ と ん ど あ り ま せ ん 。 こ の 焼 成 加 熱 調 理 は 重 要 管 理 点 に 相 当 す る

工 程 で す が 、 調 理 上 で 必 要 な 温 度 と 時 間 で す の で 、 重 要 管 理 点 と し て 扱 う

必 要 は あ り ま せ ん 。  

 

玉玉 子子 焼焼 きき のの 危危 害害 要要 因因   

玉 子 焼 き 製 造 に お け る 危 害 要 因 を 生 物 的 な も の 、 化 学 的 な も の と 物 理 的

な も の に 分 け 、 本 手 引 書 は そ れ ら の 予 防 策 を 一 般 衛 生 管 理 と 特 に 重 要 な 衛

生 管 理 に 分 け て い ま す 。  

 

生 物 的 危 害 要 因  

原 料 卵 は 洗 浄 殺 菌 さ れ た も の 、ま た は 液 卵 を 使 用 し ま す 。調 味 料 は 80℃

以 上 で 加 温 溶 解 す る こ と で 、 ほ と ん ど の 病 原 微 生 物 は 死 滅 し ま す 。 具 材 は

加 熱 な ど の 下 処 理 し た も の を 使 用 し ま す が 、 未 加 熱 の 具 材 （ 刻 み ね ぎ や 海

藻 海 苔 な ど ）を 使 用 し た 場 合 で も 、玉 子 焼 き 焼 成 時 に 品 温 が 80℃ 以 上 に な

る の で 75℃ 、 1 分 以 上 の 加 熱 条 件 は

使 っ た 場 合 で も 、 同 様 に 焼 成 加 熱 さ れ ま す の で 、 玉 子 焼 き の 生 物 的 危 害 要

因 は 、 焼 成 加 熱 に よ っ て も 残 存 す る 可 能 性 の あ る 耐 熱 性 芽 胞 形 成 食 中 毒 菌

で あ る セ レ ウ ス 菌 、 耐 熱 性 毒 素 を 産 出 す る ⻩ ⾊ ブ ド ウ 球 菌 毒 素 、 卵 製 品 で

発 生 事 例 の あ る サ ル モ ネ ラ 属 菌 と 一 部 を 除 き 全 て の 食 品 で 発 生 す る 事 が

知 ら れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス の ４ 種 と な り ま す 。 そ の 特 徴 と 対 策 は 次 の 通 り

で す 。  

 

セセ レレ ウウ スス 菌菌  原 料 、特 に 具 材 や 調 味 料 に 存 在 す る 食 中 毒 菌 で 、耐 熱 性 の 芽

胞 を 形 成 し て 生 残 し ま す の で 、「 加 熱 し た か ら 大 丈 夫 」が 通 用 し ま せ ん 。ま

た 、 腐 敗 ま た は 変 敗 を も た ら す 菌 と し て も 知 ら れ て い ま す 。 セ レ ウ ス 菌 は

低 温 で も 増 殖 す る も の も あ り ま す の で 、 原 材 料 の 段 階 か ら 加 熱 焼 成 ま で 、

ま た 冷 却 後 の 温 度 管 理 （ 冷 蔵 は 10℃ 以 下 、 冷 凍 は -15℃ 以 下 ） と 加 熱 焼 成

後 の 速 や か な 冷 却 （ 4 時 間 以 内 に 10℃ 付 近 ） が 重 要 で す 。  

満たされます。また、未殺菌の液卵を
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⻩⻩ ⾊⾊ ブブ ドド ウウ 球球 菌菌  人 の 皮 膚 に 常 在 す る 菌 で あ る こ と か ら 、様 々 な 食 品 や 原

材 料 を 汚 染 し て い る 可 能 性 が あ り ま す 。 ⻩ ⾊ ブ ド ウ 球 菌 は 毒 素 型 の 食 中 毒

菌 で あ り 、 そ の 毒 素 は 加 熱 に よ っ て も 失 活 し ま せ ん の で 、 手 洗 い の 徹 底 な

ど に よ る 清 潔 な 取 り 扱 い と 、 毒 素 を 作 ら せ な い た め の 指 定 さ れ た 温 度 で の

原 材 料 保 管 が 大 切 で す 。 原 材 料 の 段 階 か ら 加 熱 焼 成 ま で 、 ま た 冷 却 後 の 適

切 な 温 度 管 理 （ 冷 蔵 は 10℃ 以 下 、 冷 凍 は -15℃ 以 下 ） と 速 や か な 冷 却 が 重

要 で す 。  

 

ササ ルル モモ ネネ ララ 属属 菌菌  洗 卵・殺 菌 鶏 卵 を 割 卵 し た も の で も 、卵 の 中 に サ ル モ ネ

ラ 属 菌 が 汚 染 し て い る 例 が あ り ま す 。 過 去 に 厚 焼 き 玉 子 で サ ル モ ネ ラ 属 菌

に よ る 食 中 毒 の 発 生 が 報 告 さ れ て い ま す が 、 サ ル モ ネ ラ 属 菌 は 乾 燥 な ど に

強 く 、 製 造 設 備 な ど を ⻑ く 汚 染 し て い る 場 合 が あ り ま す 。 加 熱 前 の 原 料 や

取 り 扱 う 器 具 と 焼 成 加 熱 し た 製 品 が 交 差 汚 染 し な い よ う 管 理 す る こ と が

大 切 で す 。な お 、液 卵 を 使 用 す る 場 合 は 、「 液 卵 の 製 造 等 に 係 る 衛 生 確 保 に

つ い て（ 衛 食 第 116 号 ・ 衛 乳 第 190 号 ）」に し た が い 、液 卵 の 保 存 は 8℃ 以

下 、冷 凍 液 卵 の 保 存 は -18℃ 以 下 で 行 い 、解 凍 は 飲 用 に 適 す る 流 水 中 で 行 う

か 、 10℃ 以 下 の 低 温 の 室 内 で 行 い ま す 。 そ の 他 、 使 用 す る 具 材 の 仕 様 書 あ

る い は 表 示 に し た が っ て 、 適 切 な 温 度 で 保 管 管 理 し ま す 。 ま た 、 こ れ ら が

製 造 機 器 に 付 着 し 、 食 品 を 汚 染 し な い よ う 機 器 の 洗 浄 を 十 分 行 う こ と も サ

ル モ ネ ラ 属 菌 対 策 で 重 要 で す 。  

 

ノノ ロロ ウウ イイ ルル スス  ノ ロ ウ イ ル ス が 原 因 で お こ る 食 中 毒 は 包 装 後 加 熱 食 品 を

除 き 、 ほ と ん ど の 食 品 で 種 類 を 問 わ ず 発 生 し ま す 。 玉 子 焼 き 製 品 で も 包 装

後 二 次 加 熱 玉 子 焼 き 以 外 で は 起 こ る 危 険 性 を 想 定 し な け れ ば な り ま せ ん 。

ご く 少 量 の ノ ロ ウ イ ル ス 汚 染 で 食 中 毒 が 起 こ り ま す が 、 人 の 手 を 介 し た 汚

染 、 ト イ レ を 起 点 と し た 汚 染 が 主 な 感 染 経 路 で す の で 、 衛 生 的 な 手 洗 い 、

ト イ レ と ト イ レ 周 り の 洗 浄 消 毒 、 着 衣 の 清 潔 維 持 な ど が 重 要 な 対 策 と な り

ま す 。  

 

化 学 的 危 害 要 因  

食 物 ア レ ル ギ ー 物 質 （ ア レ ル ゲ ン ） が あ げ ら れ ま す 。 玉 子 焼 き 原 料 の 卵

自 体 が 特 定 原 材 料 の 一 つ で す の で 、 必 ず 「 卵 」 の 表 示 を し な け れ ば な り ま

せ ん 。 ま た 、 そ れ 以 外 の ア レ ル ゲ ン が 具 材 や 調 味 料 に 含 ま れ る 場 合 も 同 様

に 表 示 し な け れ ば な り ま せ ん の で 、 具 材 や 調 味 料 の 成 分 を チ ェ ッ ク し ま す 。

ま た 、 特 定 原 材 料 を 含 む 具 材 や 調 味 料 等 は 他 の 原 材 料 と 混 同 す る こ と が な
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い よ う に 保 管 ・ 管 理 す る 、 使 用 す る 器 具 の 使 い 分 け や 、 ア レ ル ゲ ン を 含 ま

な い 製 品 か ら 製 造 す る と い っ た 生 産 順 序 の 対 応 と と も に 、 製 造 施 設 や 設 備

を ５ S 活 動 （ 整 理 ・ 整 頓 ・ 清 掃 ・ 清 潔 ・ 習 慣 ） で 交 差 接 触 に よ る ア レ ル ゲ

ン の 混 入 を 防 ぎ ま す 。  

 

物 理 的 危 害 要 因  

鋭 利 ま た は 硬 質 異 物 の 混 入 の 問 題 は 、 原 料 に 由 来 す る も の と 工 場 施 設 内

で の 混 入 が 考 え ら れ 、 そ れ ぞ れ こ れ を 防 ぐ こ と が 重 要 で す 。 金 属 探 知 機 に

よ る 検 査 は 、 こ れ ら の 危 害 要 因 を 低 減 さ せ ま す が 、 ５ S に よ る 清 潔 な 製 造

環 境 の 維 持 や ス ラ イ サ ー な ど の 金 属 性 機 械 ・ 器 具 の 定 期 的 な 部 品 欠 損 ・ 破

損 確 認 が 異 物 を 排 除 す る 効 果 的 な 方 法 で す 。 な お 、 消 費 者 か ら 「 こ げ 」 の

混 入 の 苦 情 を 受 け る 場 合 が あ り ま す が 、 玉 子 焼 き の 製 造 工 程 で 不 可 避 的 に

生 成 （ 混 入 ） す る 「 こ げ 」 は 、 危 害 要 因 で は あ り ま せ ん 。  

  

こ の 手 引 書 は 、 事 業 規 模 が 小 規 模 、 零 細 な 製 造 者 が HACCP の 考 え 方 を

取 り 入 れ て 、 玉 子 焼 き の 特 性 に 応 じ た 一 般 衛 生 管 理 と 特 に 重 要 な 衛 生 管 理

に 取 り 組 む こ と で 安 全 な 製 品 を 実 現 す る た め の も の で す 。  

本 手 引 書 を 活 用 す る こ と に よ り 、 今 ま で 以 上 に 、 安 全 な 製 品 づ く り を す

る た め の 衛 生 管 理 に 取 り 組 む こ と が で き 、 お 客 様 に も 自 信 を 持 っ て 製 品 を

提 供 で き る よ う に な る と 思 い ま す 。  

 

 

 

  


